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平成２９年第９回邑南町議会定例会（第１日目）会議録 
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                      散会  午前１１時１７分 
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 議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名 
        
８．地方自治法第１２１条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 
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平成２９年第９回邑南町議会定例会議事日程（第１号） 
 
 

平成２９年１２月４日（月）午前９時３０分開議  
 
 
 開会、開議宣告 
 
  議事日程の報告 
 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
 
日程第２ 会期の決定 
 
日程第３ 行政報告 
 
日程第４ 報告事項 
 

報告第１３号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解 車輌の損害） 
 
報告第１４号 例月現金出納検査結果報告について 

 
日程第５ 議案の上程、説明 
   

議案第１１８号 邑南町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 
 
議案第１１９号 邑南町介護保険条例の一部改正について 
 
議案第１２０号 指定管理期間の変更について 

   
議案第１２１号 邑南町立保育所条例の廃止について 

   
議案第１２２号 財産の無償譲渡について（邑南町立いわみ西保育所施設） 
 
議案第１２３号 財産の無償譲渡について（邑南町立東保育所施設） 
 
議案第１２４号 財産の無償譲渡について（邑南町立日貫保育所施設） 
 
議案第１２５号 財産の取得について 
 
議案第１２６号 権利の放棄について 
 
議案第１２７号 平成２９年度邑南町一般会計補正予算第７号について 
 
議案第１２８号 平成２９年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号につい

て 
 
議案第１２９号 平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第２号につ

いて 
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議案第１３０号 平成２９年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第３号について 
 
議案第１３１号 平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号について 
 
議案第１３２号 平成２９年度邑南町水道事業会計補正予算第１号について 
 

日程第６ 陳情文書表 
 
  陳情第２号 日本政府に核兵器禁止条約の調印を求める意見書採択についての陳情 
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平成２９年第９回邑南町議会定例会（第１日目）会議録 

【平成２９年１２月４日（月）】 

―― 午前９時３０分 開会 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開会宣告 

●議長（山中康樹） おはようございます。定足数に達しておりますので、ただ今から、平成 

２９年第９回邑南町議会定例会を開会いたします。議長の諸般の報告につきましては、お

手元に配付をしたとおりですので、ご覧いただきたいと思います。これより、本日の会議

を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●議長（山中康樹） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。４番 和田議員、５番 

 宮田議員、お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

●議長（山中康樹） 日程第２、会期の決定を議題といたします。お諮りをいたします。本定 

例会の会期は、本日、１２月４日から１２月１５日までの１２日間といたしたいと思いま 

す。これにご異議はありませんか。  

                   （「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日、１２月４日から１２ 

月１５日までの１２日間とすることに決定をいたしました。 

                       ～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第３ 行政報告 

●議長（山中康樹） 日程第３、行政報告。これより町長に行政報告、及び諸般の報告を行っ 

ていただきます。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 平成２９年第９回邑南町議会定例会にあたり、諸議案の説明に先

立ちまして、行政報告及び諸般の報告を申し上げます。 

まず、始めに、地方自治法施行７０周年記念総務大臣表彰について申し上げます。 

昭和２２年に自治体の運営を定めた地方自治法が施行された本年で７０年となり、１ 

１月２０日東京国際フォーラムにおいて天皇、皇后両陛下、三権の長の出席のもと、 

地方自治の充実や発展に寄与した団体や個人の表彰が行われました。市町村団体表彰 

において、島根県より邑南町を含めた４市町が表彰を受けました。同じく地方公共団 
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体の議会の議員及び職員に対する個人表彰として、洲浜繁達島根県議会議員も表彰を 

受けられました。この受賞を励みとし、今後も地方自治の発展のため、より一層の努 

力と、まちづくりのテーマとして掲げております「心かよわせ ともに創る 邑南の 

郷」づくりを進めてまいりたいと思います。また、監査委員として多年にわたり在職 

し、地方自治の発展に功労された實
じつ

田
だ

譲
ゆずる

さんが総務大臣表彰を、また永年保護司とし 

て更生保護事業に功績のあった野田
の だ

律子
り つ こ

さんが法務大臣表彰を受けられました。ご報 

告申し上げます。 

次に、１０月２２日執行の衆議院議員総選挙結果について申し上げます。邑南町の 

選挙当日の有権者数は９,５６６人、投票者数は７,０１０人で、投票率は７３.２８％ 

でございました。今回の投票率は、平成２６年１２月１４日に執行されました前回の衆議 

院議員総選挙の投票率より、１.２７ポイント高くなっております。また、期日前投票の 

状況でございますが、期日前投票者数を投票者数で除した割合を、前回と比較しますと 

６.８８ポイント高くなっております。これは、期日前投票制度が定着してきているこ 

ともありますが、今回の選挙では、台風２１号が日本に近づき、投票当日は大雨等の 

悪天候が予想されたため、早めの投票を呼びかけたことも影響していると思われます。 

次に、邑南町しごとづくりセンター運営協議会の設立について申し上げます。邑南 

町しごとづくりセンターの事業を円滑に推進するため、邑南町、商工観光団体、金融 

機関、矢上高校、石見養護学校、起業実践者等を構成員とした、邑南町しごとづくり 

センター運営協議会を１１月２日に設立いたしました。協議会では、各委員からしご

とづくりセンターとの連携について、それぞれの立場で何が考えられるかご意見を頂

き、邑南町の地元企業・事業者の発展及び起業者の輩出に向け、各関係機関が連携し

ていくことを確認したところでございます。邑南町しごとづくりセンターの今後の予

定でございますが、１２月１７日に、しごとづくりセンターを設置しております田所

公民館において開所式及び記念講演会等を開催し、翌日の１２月１８日から相談業務

を開始いたします。 

次に、道の駅瑞穂再整備構想の進捗状況ついて申し上げます。道の駅瑞穂再整備に 

つきましては、一般社団法人持続可能な地域社会総合研究所・代表理事の藤山
ふじやま

浩
こう

氏を 

コーディネーターに、学識経験者や町民代表からなる道の駅瑞穂整備検討委員会が組 
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織され、本年８月１０日に第１回委員会が開催されて以降、先進地視察も含め３回の 

委員会が開催されたところあります。委員会においては、人に優しい、邑南町全体を 

つなぐ等を計画の柱とし、３０年後を見通す持続性と先進性を兼ね備えた構想となる 

よう、検討が重ねられております。今後は、町内外の関係団体や、国、県のご指導も 

仰ぎながら、更に検討を進め、来年２月を目途に、１２地区とつながり、交流人口の拡 

大にもつながる道の駅基本構想を策定する予定となっております。 

次に、邑南町版まち・ひと・しごと創生総合戦略における地区別戦略実現事業つい 

て申し上げます。１０月３０日、田所公民館において、各地区の取り組みを学び合う 

ための中間報告会を開催し、平成２９年度都市交流推進拠点整備事業に採択された日 

貫・布施の２地区から事業内容の報告が、また昨年度同事業を活用し地域店舗をオー 

プンされた市木・出羽の２地区から事業の報告が、また昨年度、同事業を活用し、続 

いて阿須那・田所・日和地区からも上半期の取り組みについて報告を頂きました。 

第２部として各地区毎に、地域にある人材等の関係を天気図のように表す地元関係図 

作成のワークショップが行われ、地域内の人材発掘や関係強化に向けた意識啓発に取 

り組み、それぞれ地区別戦略の取り組みに併せてステージでの発表が行われました。 

今年度から発行を開始した地区別戦略ニュースも併せて情報共有して頂き、それぞれ 

の地区の戦略推進に役立てて頂くことを期待をしております。 

次に、郵便局との安心安全及び災害等に関する協定の締結について申し上げます。 

１０月１１日に邑南町内郵便局及び石見大田郵便局と、地域における協力に関する協定と 

災害発生時における郵便局の協力に関する協定を締結しました。地域における協力に関す 

る協定は、日頃の郵便業務において発見された高齢者や障がい者、子供などの異変、更に 

は道路の異常や不法投棄物など、住民の生活に直結する安心安全に係る通報について、災 

害発生時における郵便局の協力に関する協定は、災害時における、車両の提供、避難者リ 

スト等の相互提供、郵便ネットワークを活用した広報活動、郵便等の料金免除などを行う 

こととしています。今回の協定締結により、平時の安心安全の一層の確保と災害時にお 

ける柔軟な対応に大きく期待できるものと思っております。 

次に、防災講演会について申し上げます。１０月４日に矢上交流センターにおきま

して、前消防庁次長大庭
お お ば

誠
せい

治
じ

氏による防災講演会を開催し、我が国の危機管理につい

てと題し、日頃なかなか知ることのできない国における危機管理の考えや対応につい
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てご講演いただきました。また、上口羽自主防災組織、市木自治会、邑南町消防団に

よる事例発表もしていただき、参加された町内の自主防災組織、自治会、防災士、家

庭消防隊、女性会議の方々の活動の参考と励みになったと思います。これからの活動

の推進に期待しています。 

次に、矢上高校生の活躍について申し上げます。まず、７月２５日に松江農林高校 

で開催されました、島根県学校農業クラブ連盟鑑定競技において見事最優秀賞に輝い

た産業技術科３年の酒井

さかい

 菜沙

なずな

さんと、優秀賞に輝いた木村

きむら

 祐貴

ゆうき

さんが１０月２５

日、２６日に岡山県で開催されました、第６８回日本農業クラブ全国大会農業鑑定競

技に出場しました。農業鑑定競技とは、農業に関する知識や技術に対し、鑑定・判定

・診断等を行う技術を競い合い、職業的な能力を高めることを目的とした競技会です。

この大会で酒井さんが優秀賞を受賞しました。次に、９月１６日に開催された高校生

が料理のアイディアを競う、第２回食の縁結び甲子園の島根県予選において、事前の

書類審査を勝ち抜いた出場１０校３３チームの中から矢上高校普通科３年の洲

す

濱

はま

 

由

ゆ

貴

き

美

み

さん、岸

きし

薫

かおる

さん、高野

たかの

多優

な ゆ

さんの３人で構成する、サンシャイン矢上が見事

優秀賞に輝き１１月１１日に松江市で開かれた全国大会に出場しました。おしくも入

賞とはなりませんでしたが、調理の部、プレゼンテーションの部と日頃練習してきた

成果を十分に発揮しました。このように、矢上高校生が日頃の授業で学んできたこと

を全国の舞台で発表する機会が増え、高校魅力化を図るうえで大きな力を得ている事

を頼もしく感じております。 

次に、おおなん魅力アップ女性会議について申し上げます。この女性会議は、本町 

の男女共同参画社会を推進するにあたり、男女が共に支え合うとともに女性がいきい 

きと活動し、輝くことのできるまちづくりをめざすことを目的に、平成２７年度から 

開催しています。女性委員１０名を公募し、女性の住みたい町づくりについていろい 

ろな視点から話し合っていただき、今年度は１２月１日に提言をいただいたところで 

す。町内事業所の職場環境や意識改革の推進、保育所の保育環境の充実の推進、小学 

校・中学校の施設環境や部活動のあり方、町の施策についての情報発信の創意工夫の 

必要性など貴重なご意見を伺いました。関係課と協議し、施策に反映していくよう努 

めてまいりたいと存じます。 
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次に、町立保育所の譲渡について申しあげます。石見地域にあります町立保育所、 

具体的には、いわみ西保育所、東保育所、日貫保育所でございますが、この３つの保 

育所につきまして、昨年４月から、譲渡に関し、指定管理者の社会福祉法人石見さく 

ら会と継続して協議を続けてまいりましたが、最終的に本年１０月１１日に双方で合 

意いたしました。内容につきましては、指定管理期間の終期を今年度末までに変更し、 

平成３０年４月１日付けで、町から石見さくら会へ建物および備品一式を無償譲渡す 

ること、そして、土地については無償貸し付けとするものでございます。本定例会に 

関連議案を提出、提案をしておりますのでよろしくお願いいたします。 

次に、ＩＮＡＫＡイルミおおなん２０１７について申し上げます。１１月２５日、２ 

６日の両日、ＪＲ三江線宇都井駅周辺をメイン会場として、ＩＮＡＫＡイルミおおな 

ん２０１７が盛大に開催されました。平成２２年度から始まり、同年に財団法人地域 

活性化センターのふるさとイベント大賞奨励賞を受賞したこのイベントも、今回で第 

８回となりました。１日目は好天に恵まれたこともあり、三江線運行最後のイベント 

ということで、町内外から鉄道ファンなど多くの観光客にご来場いただき、Ａ級グル 

メ屋台村は大盛況になりました。２日間では、来場者２万人、三江線乗車１,０８３人、 

イベント開始以来最高の入込客となりました。地元の宇都井自治会を始め、多くのボ 

ランティアの皆さんに感謝するところでございます。 

次に、農林業振興について申し上げます。はじめに、本年の水稲の作況でございま 

すが、１０月３１日に発表された１０月１５日現在の農林水産統計によりますと、全 

国の作況指数は１００の平年並みで、予想収穫量は主食用米が７３０万９千トンで、 

前年に比べ１８万７千トンの減収が見込まれております。また、１０月１５日現在に 

おける島根県全体の作況指数は１０２でやや良となり、県西部地域も１０２のやや良 

と発表されております。これら作柄状況や作付状況、民間在庫量の推定、需給見通し 

等を勘案し、島根県農業再生協議会では、１２月７日に総会を開催して来年の島根県 

産主食用米の作付面積の目安を決定することとしておりますが、今年産米の作柄が先 

ほど申し上げましたように全国的には平年並みということで、米の在庫量も見通しを 

やや下回る水準で推移するとみられることから､概ね今年産の配分量に近いものが示 

されるのではないかと見込んでおります。農家の皆さんには自治会ごとの主食用米作 

付面積の目安を１２月中にお示しして、個々の営農計画を立てていただきたいと考え 

ております。次に、今年の町内産米の品質についてですが、１１月１７日現在の水稲 



 - 9 -

うるち玄米の１等米比率が９１.９％となっており、昨年同期の８７.７％から４.２％ 

向上して９０％台を回復しております。これは昨年産米の格下げ要因として指摘の多 

かった乳白米の発生を抑えるため、刈り取り前の落水を適期に行うよう呼びかけをし 

た効果ではないかとみております。 

次に、国民健康保険事業について申し上げます。平成３０年度からの国保都道府県

化につきましては、パブリックコメントを経て、島根県において１１月に島根県国民

健康保険運営方針の素案がまとまったところと聞いております。この国保制度改革に

より、国において約３,４００億円の財政支援拡充が実施されるため、国保全体では、

保険料の伸びは抑制されるものと考えております。また、仮に保険料が上昇する場合

においては、急激な保険料の上昇が発生しないよう、激変緩和措置を講じて円滑な制

度の移行となるよう検討がなされる予定でございます。 

次に、学校教育課の関係について申し上げます。まず、教育委員会の構成ですが、

１１月２０日付で羽須美地域、口羽地区の 井 上

いのうえ

寛 康

ひろやす

氏を教育委員として任命し、

また、教育長の職務代理者に 高 倉

たかくら

紀子

のりこ

委員が選任されました。新しく任命されまし

た井上教育委員さんのご活躍を期待するところです。 

次に、１０月１５日に三瓶クロスカントリーコースで開催された、三瓶高原小学生 

クロスカントリーリレー島根県予選大会で邑智ＪＴＳ陸上チームが優勝しました。こ 

の陸上チームは、邑智郡内の小学校の児童で構成されていまして、１２月１０日に大 

阪万博記念公園で開催される、第２０回小学生クロスカントリーリレー全国大会に出 

場します。このたびの代表選手８名中、６名は邑南町の児童で、日貫小学校の森田

もりた

那生

な お

 

さん、矢上小学校の田村

たむら

累斗

るいと

さん、市木小学校の原田

はらだ

奈茄

な な

さん、出店

でみせ

優花

ゆうか

さん、高原 

小学校の木村

きむら

拓斗

たくと

さん、口羽小学校の中 村

なかむら

美結

み ゆ

さんの混成チームです。また、１１月 

１２日に松江市総合体育館で開催された、２０１７菅 公

かんこう

カップ第４４回島根県ミニバ 

スケットボール大会の女子の部で石見ファイターズが優勝し、来年３月２８日から３ 

月３０日まで群馬県高崎市で開催される、第４９回全国ミニバスケットボール大会に 

出場することになりました。両チームの県大会優勝をお祝いし、全国大会での活躍を 
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期待しているところです。 

次に、生涯学習課関係について申し上げます。平成２９年１２月１９日から２６日ま 

での８日間で実施いたします、フィンランド共和国交流派遣事業についてでございます。 

フィンランドでの活動内容としまして、地元高校との交流会、在フィンランド日本大使館 

の表敬訪問、ホームスティ、自然体験を計画いたしました。１０月初旬３地域において 

事前の説明会を開催後募集し、１１月初旬の選考委員会を経て、町立中学校、矢上高 

等学校、石見養護学校の生徒、計８名の参加を決定いたしました。また、本交流団の 

引率として、団長を本町教育委員会教育長とし、役場保健課保健師、国際交流員及び 

石見養護学校より随行の先生、併せて４名、合計１２名の交流団を確定いたしました。 

現在までのところ３回の事前学習会を実施しました。今後更に数回の事前学習会を持 

ち、特に邑南町や学校の紹介のためのプレゼンを検討し、それぞれ英語で伝えられる 

よう、しっかり準備を進めてまいりたいと思います。また、生涯学習課社会体育係の 

山本主事ですが、現在矢上高等学校野球部の監督として活動しております。併せてスポ 

ーツ振興のため、町内スポ少を対象としました訪問指導を計画し実施することで、スポ 

ーツを介し、志をもった人材の育成に寄与するものと考えます。 

次に、邑南町発注の公共事業についてでございますが、これは別紙一覧表で発注状 

況をご報告させていただきますのでそちらをご覧ください。 

以上、１２月議会定例会の開会にあたり、本年度の諸施策について、行政報告をさせて 

いただきました。なお、本定例会に提案いたします議案は、条例案２件、補正予算案６件、 

その他７件、合せて１５件としています。何卒、慎重にご審議の上、適切な議決を賜りま 

すようお願い申し上げます。 

続きまして、諸般の報告をさせていただきます。お手元の資料をご覧いただきたい

と思います。始めに、江津邑智消防組合の決算でございますが、江津邑智消防組合議

会定例会が９月２９日に開催され、平成２８年度の一般会計歳入歳出決算が認定され

ましたので、その決算概要についてご報告申し上げます。まず、平成２８年中の組合

管内におきます火災発生件数は、３１件で前年比６件の増加となり、そのうち本町が

１１件で前年比９件の増加となっています。また、救急出動件数は２千５９１件で前

年比１５４件の増加となり、そのうち本町が６３４件で前年比３２件の増加となって

おります。搬送人数は２千４９１名で、そのうち６５歳以上は１千９２７名、ドクタ

ーヘリによる搬送は８４名となっています。 
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次に、２８年度の歳入歳出の決算状況でございますが、お手元に決算書をお配りして

いますので、資料№１の３ページをご覧ください。歳入総額は１２億５千１０３万６千

円、歳出総額は１２億３千１４万３千円で、歳入歳出差引残額は２千８９万３千円でご

ざいます。歳入における決算額でございますが、もどって１ページをご覧ください。

構成市町からの負担金は１０億９千４９８万４千円で、歳入総額の８７.５％を占めて

います。本町の負担金は、３億３千１６万１千円で、前年度に比べ７７３万２千円、

２.４％の増額となりましたが、４市町の３０.１％を占めております。負担金のうち

普通交付税算入額２億７千８４８万５千円を差し引いた、実質一般財源負担額は５千

１６７万６千円でございます。次に、歳出における決算額でございます。２ページを

ご覧ください。消防費の決算額、１０億６千５０６万７千９３９円の内訳は、常備消

防費が９億３千３５８万３千９５円、消防施設費が１億３千１４８万４千８４４円で、

常備消防費の主なものは、報酬・給料等の人件費が８億１千１０４万５千１３０円で、消防

施設費の主なものは、救助工作車更新整備事業が１億２千６３７万９０円、車両動態

管理システム整備事業が２７４万４千８４０円、署所改修工事が２３８万１千４００

円となっています。消防施設整備事業債を新たに１億３千１４０万円発行しましたの

で、地方債残高は１０億８千４４５万６千円となっています。次に財産に関する状況

につきましては、４ページのとおりとなっておりますのでご覧いただきたいと思いま

す。 

続きまして、公立邑智病院の決算でございますが、邑智郡公立病院組合議会が９月 

２８日に開催され、平成２８年度の公立邑智病院事業会計収支決算が認定されました

ので、その決算概要についてご報告申し上げます。お手元に決算書をお配りしていま

すので、資料№２をご覧ください。平成２８年度は、１３年６ヶ月ぶりに整形外科医

師の採用をはじめ、新規職員を２３名採用し診療体制が充実した年でした。このこと

で、整形外科領域の手術を行い入院患者が増加したことは、地域医療構想で指摘され

た圏域外へ医療を求めて患者が流出している実態を検証することとなり、当地域にお

いて地域が求める整形外科診療が継続すれば、一般病床９８床の維持は善法良術であ

ると考えることができました。また、新公立病院改革ガイドラインに基づく、新たな

改革プランの策定が求められたことから、平成２９年度から平成３２年度までの４年

間を対象に、新公立邑智病院改革プランを策定し県へ報告しております。前回の改革

プランとの大きな違いは、県が策定した地域医療構想を踏まえた役割の明確化が加わ



 - 12 -

った点でありますから、医療機能の維持と充実、政策医療、地域連携の役割を明確に

するとともに、構成３町とは地域包括ケアシステムや財政負担の連携、数値目標や住

民理解の取り組みについても明記しました。 

業務の状況につきましては、９ページをご覧ください。入院・外来別患者数の推移

をみますと、年間入院患者数は３万２千７２１人で、対前年度３千３１１人、１１.３

％の増加、１日平均入院患者数が８９．６人で、前年度と比較しますと９.２人、１１.４

％の増加、病床稼働率は９１.５％と９.５ポイントの増加となりました。一方、外来

患者の内訳は、年間外来患者数は５万７５４人で、対前年度９５３人、１.９％の増加、

１日平均外来患者数が２０８．９人で前年度と比較しますと４人、２.０％増加となっ

ております。こうした影響を受けた収益的収支の決算額でございますが、戻ってもら

いまして１ページをご覧ください。病院事業収益は、１９億９千２４５万１千２３６

円、病院事業費用は、１８億２千９３７万４千８６３円で、３ページをお開きいただ

きたいと思いますが、３ページにありますように、差し引き１億６千１２４万８千２

２７円の経常利益を出すことができました。次に資本的収支の状況でございますが、

２ページをご覧ください。資本的収入は、１億７２４万３千円、資本的支出は、１億

８千５４万４７９円となり、不足する額７千３２９万７千４７９円は、当年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額及び当年度分損益勘定留保資金で補填しています。

次に資産の状況でございますが、４ページから５ページをご覧ください。平成２８年

度末で、固定資産、流動資産を合わせまして、資産合計は３４億４千８５４万８千１

２５円でございます。次に剰余金計算書の状況でございますが、７ページをご覧くだ

さい。当年度末処分利益剰余金４億７千９７５万１千１７４円について、建設改良積

立金として処分をしております。これは老朽化している本館棟の建て替えを検討して

おり、これに充てるために積立金としたものでございます。また、企業債未償還元金

残高は、８ページにありますように８億４千１３万４６４円となっていますので併せ

てご報告いたします。以上、江津邑智消防組合と公立邑智病院の決算についてご報告

申し上げます。 

以上で終わります。 

●議長（山中康樹） 以上で、町長の行政報告、は終了いたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第４ 報告事項 

●議長（山中康樹） 日程第４、報告事項。報告第１３号、専決処分の報告について、報告第
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１４号、例月現金出納検査結果報告、以上２件について、それぞれ報告がありました。い

ずれも、お手元にその写しを配布しております。これらの配布をもちまして議会に対する

報告といたします。ご了承ください。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第５ 議案の上程、説明 

●議長（山中康樹） 日程第５、議案の上程、説明に入ります。議案第１１８号、邑南町職員 

の育児休業等に関する条例の一部改正について、議案第１１９号、邑南町介護保険条例の 

一部改正について、議案第１２０号、指定管理期間の変更について、議案第１２１号 邑 

南町立保育所条例の廃止について、議案第１２２号、財産の無償譲渡について、議案第１ 

２３号、財産の無償譲渡について、議案第１２４号、財産の無償譲渡について、議案第１ 

２５号、財産の取得について、議案第１２６号、権利の放棄について、議案第１２７号、 

平成２９年度邑南町一般会計補正予算第７号について、議案第１２８号、平成２９年度邑 

南町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号について、議案第１２９号、平成２９年度 

邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第２号について、議案第１３０号、平成２９ 

年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第３号について、議案第１３１号 平成２９年度 

邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号について、議案第１３２号、平成２９年度邑 

南町水道事業会計補正予算第１号について、提出者からの提案の、提出者からの提案理由 

の説明を求めます。 

～～～○～～～ 

（議案第１１８号～議案第１１９号） 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 議案第１１８号から議案第１１９号までの提案理由をご説明申し

上げます。まず、議案第１１８号、邑南町職員の育児休業等に関する条例の一部改正につ

いてでございますが、これは、児童福祉法の一部改正に伴う改正でございます。次に、議

案第１１９号、邑南町介護保険条例の一部改正についてでございますが、これは、町民税

の確定申告書等の提出をもって、介護保険料の申告書の提出とみなすという規定の追加に

伴う改正でございます。 

以上、詳細につきましては、それぞれ担当課長から説明させますので、よろしくお願い

します。 

●服部総務課長（服部導士） 番外。 

●議長（山中康樹） 服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士） 議案第１１８号、邑南町職員の育児休業等に関する条例の一部 

改正についてご説明いたします。この度の改正は、４月１日に施行された児童福祉法の改 
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正を受け人事院規則が改正されておりますので改正するものでございます。それでは新旧 

対照表をご覧ください。 

まず、第３条は、地方公務員の育児休業法において同じ子について育児休業を再取得す 

る場合の制限を設けておりますが、その制限を受けない特別の事情を条例で定めることに 

なっており、それを規定したものでございます。改正する第６号は、育児休業をしなけれ 

ばその養育に著しい支障が生じる場合について、認定こども園や保育所などで保育の申込 

みを行っていますが当面その実施が行われないことを追加するものでございます。次の第 

４条も同様でございまして、育児休業の期間の再度の延長について特別の事情を条例で定 

めることになっており、それを規定したものですが、再度の延長ができる要件に認定こど 

も園や保育所などで保育の申込みを行っているが当面その実施が行われないことを追加 

するものです。次のページ、第１０条も同様でございまして、育児短時間勤務の再取得に 

ついて、その制限を設けて、その制限を受けない特別の事情を条例で定めることにしてお 

りまして、それを規定したものですが、認定こども園や保育所などで保育の申込みを行っ 

ているが当面その実施が行われないことを追加するものです。改正文に戻っていただきま 

して、附則でございますが、施行日は公布の日とし、４月１日からの適用としています。 

  以上、邑南町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について、地方自治法第９６条 

第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 沖福祉課長。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 議案第１１９号、邑南町介護保険条例の一部改正について、ご説明 

いたします。邑智郡の三町では、介護保険事業につきまして、邑智郡総合事務組合で共同 

処理をしておりますが、一部の事務については構成町で行うこととされております。その 

一つとして、保険料及び介護給付に関する所得等の収集に係る事務がありまして、それぞ 

れの町で介護保険条例を定めております。 

今回の改正ですが、新旧対照の表をご覧いただきたいと思います。本文の次にただし書

を加えるものでございます。これまでの本文では、介護保険の第１号被保険者は、本人の

所得や世帯員の課税状況等を記載した申告書を町長に提出する義務を規定しております。

今回追加するただし書では、地方税法に定める町民税の申告書の提出をもって、この介護

保険の申告書が提出されたものとみなすという規定でございます。ただし書のアンダーラ

インの、３行目の終わりからの括弧内についてでございますが、世帯内で給与所得や公的

年金等以外の所得がない場合に給与支払報告書や公的年金等支払報告書が提出されてい

る場合も、介護保険の申告書が提出されたものとみなすという規定でございます。 

条例改正文の方に戻っていただきまして、附則で施行日を平成３０年１月１日とするも

のでございます。なお、参考ですが、美郷町、川本町におかれましても、同様な条例改正

をそれぞれの１２月議会に提案される予定でございます。 

以上、邑南町介護保険条例の一部改正につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定

により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

～～～○～～～ 
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（議案第１２０号～議案１２５号） 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 議案第１２０号から議案第１２５号までの提案理由をご説明申し 

上げます。まず、議案第１２０号、指定管理期間の変更についてでございますが、これは、 

邑南町立保育所の指定管理期間の変更について議会の議決を求めるものでございます。次 

に議案第１２１号、邑南町立保育所条例の廃止についてでございますが、これは、邑南町 

立保育所施設の無償譲渡に伴い条例を廃止するものでございます。次に議案第１２２号、 

１２３号、１２４号、財産の無償譲渡についてでございますが、これは、邑南町立保育所 

施設のいわみ西保育所、東保育所、日貫保育所の各施設を無償譲渡するものでございます。 

次に議案第１２５号、財産の取得についてでございますが、これは、食器洗浄機外厨房機 

器一式を購入しようとするものでございます。 

以上、詳細につきましては、福祉課長から説明させますので、よろしくお願いいたしま 

す。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 沖福祉課長。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 議案第１２０号、指定管理期間の変更についてご説明いたします。 

本町の公の施設の内、指定管理者制度を導入している施設につきましては、今日まで民間 

にできることは民間に委ねることを念頭に置き、特別養護老人ホームや養護老人ホーム、 

羽須美地域の保育所などの民設民営化を進め、行政のスリム化、効率的な行財政運営の確 

保を目指してきたところでございます。このような中で、石見地域にあります三つの町立 

保育所につきまして、平成１６年４月１日から、社会福祉法人石見さくら会が指定管理者 

として指定されておりますが、安定した管理運営状況であると認められることから、今年 

度末で指定管理を終了し、石見さくら会へ建物や備品等一式を無償譲渡しようとするもの 

でございます。これに伴い、いわみ西保育所、東保育所及び日貫保育所の指定管理期間が、 

現在平成３６年３月３１日までとなっておりますところを、今年度末であります平成３０ 

年３月３１日までに変更するよう議会の議決を求めるものでございます。 

 次に議案第１２１号、邑南町立保育所条例の廃止についてご説明いたします。本議案は、

先ほど議案第１２０号のところで説明しました石見地域の三つの町立保育所につきまし

て、今年度末で指定管理を終了し、建物や備品等一式を無償譲渡し、民設民営での運営を

目指すことから、邑南町立保育所条例を廃止しようとするものでございます。この廃止条

例の施行日でございますが、附則で平成３０年４月１日としております。また、経過措置

として、施行の日の前日までにした行為に対する義務、具体的には町長への報告義務、秘
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密保持義務などについて、なお従前の例によるとしております。 

 次に議案第１２２号、財産の無償譲渡についてご説明いたします。本議案は、平成３０

年４月１日でのいわみ西保育所の民設民営化に伴い、次のとおり財産を無償で譲渡しよう

とするものでございます。まず、譲渡目的及び用途でございますが、邑南町立保育所の運

営主体を民営化させるためでございます。譲渡する財産でございますが、建物につきまし

ては、名称はいわみ西保育所でございます。所在は、邑南町矢上９７６番地１。面積は延

べ床面積でありますが、１，２５９．９平方メートルでございます。また、付属設備、備

品及び地上構造物につきましては、現在の運営を円滑に継続できるよう一式を対象として

おります。付属設備は、給排水、空調等の電気機械設備。備品は、会議机、ロッカー、書

類保管庫、イス、ベット等の６９品目、２３８点。地上構造物は、フェンス等でございま

す。譲渡価格は無償とし、譲渡する相手方は、邑南町矢上３４７番地、社会福祉法人石見

さくら会、理事長、小林晃氏でございます。 

 次に議案第１２３号、財産の無償譲渡についてご説明いたします。本議案は、平成３０

年４月１日での東保育所の民設民営化に向けて、次のとおり財産を無償で譲渡しようとす

るものでございます。まず、譲渡目的及び用途でございますが、邑南町立保育所の運営主

体を民営化させるためでございます。譲渡する財産でございますが、建物につきましては、

名称は東西保育所でございます。所在は、邑南町中野２３１０番地。面積は延べ床面積で

ありますが、７３５．９平方メートルでございます。また、付属設備、備品及び地上構造

物につきましては、現在の運営を円滑に継続できるよう一式を対象としております。付属

設備は、電気設備及び給排水、空調等の機械設備。備品は、会議机、ロッカー、保管庫、

イス、ベット等の８３品目、１４８点。地上構造物は、フェンス等でございます。譲渡価

格は無償とし、譲渡する相手方は、邑南町矢上３４７番地、社会福祉法人石見さくら会、

理事長、小林晃氏でございます。 

次に議案第１２４号、財産の無償譲渡についてご説明いたします。本議案は、平成３０

年４月１日での日貫保育所の民設民営化に向けて、次のとおり財産を無償で譲渡しようと

するものでございます。まず、譲渡目的及び用途でございますが、邑南町立保育所の運営

主体を民営化させるためでございます。譲渡する財産でございますが、建物につきまして

は、名称は日貫保育所でございます。所在は、邑南町日貫３０５３番地８。面積は延べ床

面積でありますが、２８６．０平方メートルでございます。また、付属設備、備品及び地

上構造物につきましては、現在の運営を円滑に継続できるよう一式を対象としておりま

す。付属設備は、電位設備及び給排水、空調等の機械設備。備品は、会議机、ロッカー、

保管庫、イス、ストーブ等の７５品目、１０１点。地上構造物は、フェンス等でございま

す。譲渡価格は無償とし、譲渡する相手方は、邑南町矢上３４７番地、社会福祉法人石見

さくら会、理事長、小林晃氏でございます。 

次に、議案第１２５号、財産の取得についてご説明いたします。保育所厨房用の機器を
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取得したいので、地方自治法第９６条第１項及び邑南町議会の議決に付すべき契約及び財

産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。取得物品は、食器洗浄機ほか厨房機器でございます。内訳は、食器洗浄機が２台、食

器消毒保管庫が４台、冷蔵庫が５台、合わせて１１台でございます。取得目的は、厨房機

器の更新でございます。契約額は税込みで４，４２８，０００円、契約の相手先は、島根

県浜田市高佐町６２８番地４、ホクサン厨機株式会社浜田営業所、所長、石神秀喜氏でご

ざいます。１１月１７日に指名競争入札を行い落札決定をいたしましたので、同日、１１

月１７日に仮契約を締結しております。よろしくお願いいたします。 

～～～○～～～ 

（議案第１２６号） 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 議案第１２６号、権利の放棄についてでございますが、これは債務 

者の死亡に伴い、相続財産管理人からの生活管理指導短期宿泊事業個人負担金への配当がな

く、収納が困難であるため債権の放棄について議会の議決を求めるものでございます。 

以上、詳細につきましては、それぞれ福祉課長から説明させますので、よろしくお願い 

します。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 沖 福祉課長。 

●沖福祉課長（沖幹雄） 議案第１２６号、権利の放棄についてご説明いたします。一番目と 

して、放棄する債権の内容でございますが、生活管理指導短期宿泊事業の平成２６年９月 

８日から平成２６年９月１２日利用分の個人負担金でございます。二番目として、放棄す 

る債権額でございますが、８，６５０円でございます。三番目としまして、債務者でござ 

いますが、元邑南町在住者ですでに死亡している方、一人でございます。四番目、放棄の 

理由でございますが、債務者は、平成２６年１２月１４日本人死亡によって、松江家庭裁 

判所川本出張所から相続財産管理人が選出されました。平成２９年５月３１日付けで、相 

続財産管理人から届いた通知書によると、管理する財産を公租公課に全て配当しており、 

生活管理指導短期宿泊事業個人負担金への配当が無いことが明らかなことから、生活管理 

指導短期宿泊事業個人負担金の収納が困難であるため、債権の放棄をしようとするもので 

ございます。 

以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

よろしくお願いいたします。 

～～～○～～～ 

（議案第１２７号～議案第１３２号） 
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●石橋町長（石橋良治）  議長、番外。 

●議長（山中康樹）    石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 次に、議案第１２７号から第１３２号までの提案理由をご説明申し 

上げます。議案第１２７号、平成２９年度邑南町一般会計補正予算第７号は、歳入歳出そ 

れぞれ５，６６６万１千円追加するものでございます。議案第１２８号、平成２９年度邑 

南町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号は、歳入歳出それぞれ２，０２８万４千円 

追加するものでございます。議案第１２９号、平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特 

別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ１３５万３千円追加するものでございます。 

議案第１３０号、平成２９年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第３号は、歳入歳出そ 

れぞれ１６４万６千円追加するものでございます。議案第１３１号、平成２９年度邑南町 

電気通信事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ１，９３１万４千円追加する 

ものでございます。議案第１３２号、平成２９年度邑南町水道事業会計補正予算第１号は、 

営業外収益の増額、営業費用の増額、国庫補助金の増額及び企業債発行額の減額を行うも 

のでございます。 

詳細につきましては、それぞれ、担当課長から説明させますのでよろしくお願いいたし 

ます。 

●議長（山中康樹） ただ今議案の上程、説明の途中でございますが、ただ今より休憩といたし 
ます。再開は午前１０時４５分といたします。 

―― 午前１０時３２分 休憩 ―― 
―― 午前１０時４５分 再開 ―― 

～～～○～～～ 
●議長（山中康樹） 再開をいたします。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 柳川企画財政課長。 

●柳川企画財政課長（柳川修司） 議案第１２７号、平成２９年度邑南町一般会計補正予算第 

７号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳入歳 

出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ５，６６１万１千円を追加いたしまして、 

歳入歳出予算の総額を１１８億３，６９９万２千円とするものでございます。歳入歳出予 

算補正の款項の区分及び金額につきましては、２ページから３ページの第１表、歳入歳出 

予算補正に記載しております。詳細につきましては、後ほど予算に関する説明書の事項別 

明細書で説明させていただきます。 

第２条、地方債の補正でございますが、ページをめくっていただきまして４ページをお 

開きださい。第２表、地方債補正でございます。変更分としまして、基盤整備促進事業債 
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が事業実施の延期及び事業費の組み替えにより、１，９３０万円減額の５，４４０万円に、 

道路改良舗装事業債が事業の追加実施及び事業費の組み替えにより、１，０２０万円増額 

の６，４２０万円に、学校施設整備事業債は学校施設環境改善交付金の交付額の変更によ 

り、２，３８０万円増額の７，６２０万円に限度額をそれぞれ変更するものです。これに 

より、地方債の限度額の合計を１２億７４３万１千円とするものでございます。 

４ページの右側からが、予算に関する説明書でございます。表紙をめくっていただきま 

すと、事項別明細書となっております。１ページから３ページは、総括表となっておりま 

すので説明に併せてご確認ください。説明の方は４ページからさせていただきますので、 

めくっていただきまして４ページをお開きください。はじめに歳入でございます。主なも 

のを説明させていただきます。１款町税、１項町民税でございますが、１目個人分の１節 

現年課税分は、課税調査による税額更正等により、１，５０５万７千の増額とするもので 

す。２目法人分の１節現年課税分は、１目の個人分と同じく課税調査による税額更正等に 

より、１，０３６万円の減額とするものです。１款町税、２項固定資産税の１目固定資産 

税の１節現年課税分は、課税客体の決定等により、５２５万９千円の増額とするものです。 

１１款分担金及び負担金、１項分担金の６目農林水産業費分担金の１節農業費分担金は、 

邑智西部区域特定中山間保全事業の受益者負担の償還金を繰上げ償還するために、受益者 

負担分を１０２万５千円の増額とするものです。 

６ページをお開きください。１３款国庫支出金、１項国庫負担金でございますが、３目 

民生費国庫負担金は、障がい者福祉における介護給付費及び補装具費の事業費の増によ 

り、介護給付費・訓練等給付費負担金を１，０１２万円及び補装具負担金を１２３万３千 

円、それぞれ増額とするものです。１３款国庫支出金、２項国庫補助金でございますが、 

３目民生費国庫補助金は、平成３０年４月施行の障害者総合支援法の改正等に伴うシス 

テムの改修事業費補助金として、２２２万円の増額とするものです。同じく１３款国庫支 

出金、２項国庫補助金中、１０目教育費国庫補助金は学校施設環境改善交付金の決定によ 

り、２，３７６万９千円の減額とするものです。続きまして１４款県支出金、１項県負担 

金でございますが、３目民生費負担金は先ほど１３款国庫支出金、１項国庫負担金で申し 

上げました障害者福祉費における介護給付費及び補装具費の事業費の増によるもので、 

介護給付費・訓練等給付費負担金を５０６万円及び補装具負担金を６１万６千円、それぞ 

れ増額とするものです。 

８ページをお開きください。１４款県支出金、２項県補助金でございますが、６目農林 

水産業費県補助金の１節農業費補助金の中の畜産クラスター事業補助金は、家畜飼養管理 

施設の改修への補助金、補助事業が国において新規採択されたもので、６６８万５千円の 

増額とするものです。この事業は、１００パーセント補助事業で同額が歳出で増額となっ 

ております。１７款繰入金、２項基金繰入金でございますが、財調整基金からの繰入金を 

２，４７２万８千円の増額とするものです。 
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１０ページをお開きください。２０款町債、１項町債でございますが、先ほど地方債補 

正でご説明いたしましたので省略させていただきます。 

 １２ページをお開きください。歳出でございますが、主なものをご説明いたします。２ 

款総務費、１項総務管理費の内、１目一般管理費の００１職員給与費は、時間外勤務手当 

の不足等により１，５２２万５千円の増額とするものです。 

 １４ページをお開きください。３款民生費、１項社会福祉費の内、３目老人福祉費の０ 

０３後期高齢者医療事業特別会計操出金は、後期高齢者医療事業特別会計への操出金の調 

整により、１３５万３千円の増額とするものです。６目障害者福祉費の内、００１補装具 

費は高額補装具の申請、給付申請の増等により２４６万８千円の増額とするものです。同 

じく６目障害者福祉費の内、００６地域生活支援事業は相談件数の増により２６５万８千 

円の増額とするものです。同じく６目障害者福祉費の内、００７訓練等給付費は給付実績 

見込みの減により２００万円の減額とするものです。同じく６目障害者福祉費の内、００ 

８介護給付費は、利用者数の増により２，２２３万９千円の増額とするものです。 

 ２枚めくって１８ページをお開きください。６款農林水産業費、１項農業費の内、４目 

畜産業費の００８畜産クラスター事業費は、家畜飼養管理の改修への補助事業が国におい 

て新規採択されたもので、６６８万５千円の増額とするものです。なお、歳入でも申し上 

げましたように本事業は、全て特定財源でまかなわれることとなっております。続きまし 

て、５目農地費の００５特定中山間保全事業費、事業は、歳入でも申し上げましたように 

邑智西部区域特定中山間保全事業の受益者負担の償還金を繰上げ償還するために１０２ 

万５千円の増額とするものです。同じく５目農地費の内、０１２農山漁村振興交付金事業 

は羽須美地域の軍原キャンプ場の落石工事、失礼しました落石対策工事において保安林解 

除の手続きが必要となり、工事の施工を翌年度以降とするため１，９０１万円の減額とす 

るものです。続きまして、６目農業基盤整備費の００１農地整備事業費は当初想定してい 

た用地買収が円滑に進み、事業効果の早期発現を目指すため４００万円の増額とするもの 

です。同じく６目農業基盤整備費の００２県営農道保全事業費の内、０１農道改修事業費 

は邑南農道原村雪田区間の改善工事の国の予算割当てが当初見込みより減となったため、 

事業費を６４０万円の減額と、０２橋梁耐震補強事業負担金は石見地域せと大橋への伸縮 

装置及び橋面防水工を追加施工するために２４０万円の増額とするものです。８款土木 

費、１項土木管理費の３目下水道費は下水道事業特別会計への操出金の内、特定環境保全 

公共下水道に係る操出金の調整によるもので、１６４万６千円の増額とするものです。 

２０ページをお開きください。８款土木費、２項道路橋りょう費の２目道路維持費の０ 

０２道路維持費の内、０１道路維持費（石見）は石見地域の町道３カ所の横断溝の損傷が 

激しいために緊急に修繕を必要とするもので１９１万円の増額と、０３道路維持費（羽須 

美）は羽須美地域の町道日南川上田線において、落石防止に応急工事のため１７２万７千 

円の増額とするものです。続きまして、３目道路新設改良費の内、００４道路新設改良費 
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（和田線）から０１３除雪費購入事業費までが、社会資本整備交付金の枠内でそれぞれ事 

業費の調整を行うものです。同じく３目道路新設改良費の内、０２１道路安全対策事業費

（町道小原迫東線）は石見地域の町道小原迫東線において、既設の暗きょの老朽化により

盛り土材が流出し通行に支障を来しており、緊急の安全対策工事を行うため８７６万円の

増額とするものです。同じく３目道路新設改良費の内、０２２道路安全対策事業費（町道

青笹線）は石見地域の町道青笹線において、舗装の損傷により通行に支障を来しており緊

急の安全対策工事を行うため２１３万８千円の増額とするものです。 

 ２２ページをお開きください。１０款公民館、失礼しました１０款教育費、４項社会教

育費の内、２目公民館費の００４施設管理費は羽須美地域阿須那公民館において雨漏りが

発生しており、緊急の修繕が必要となったもののほか、消防の立入検査により施設上の不

備が見つかったなどの施設改善のため、３４６万７千円の増額とするものです。 

 以上、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

よろしくお願いいたします。 

●種町民課長（種由美） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 種町民課長。 

●種町民課長（種由美） 議案第１２８号、平成２９年度邑南町国民健康保険事業特別会計補 

正予算第３号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条 

の歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ２，０２８万４千円を追加し、 

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１７億２，２９３万９千円とするものでございます。詳細 

につきましては、事項別明細書でご説明申し上げます。 

予算に関する説明書の事項別明細書４ページをお開きください。はじめに歳入でござい 

ます。１款１項の国民健康保険税でございますが、一般被保険者国民健康保険税及び退職 

被保険者等国民健康保険税、ともに現年度分は本算定に伴うものでございまして、合わせ 

て１，３３７万４千円の減額でございます。次に４款の国庫支出金、２項国庫補助金でご 

ざいます。２目特別調整交付金を３２２万４千円減額しておりますが、これは当初国保都 

道府県化対応のシステム改修等につきまして、特別調整交付金の中に含まれて交付される 

ものとして計上しておりましたが単独の国庫補助金として交付されることになりました 

ので、新たな費目として７目に国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金を設け組替え 

をするものでございます。なお、補助金が１４８万２千円増額となっておりますが、これ 

は国保システムの構築に係る事業の交付基準が変更になったことに伴う増額でございま 

す。次に８款療養給付費交付金、１項の療養給付費交付金でございますが、退職被保険者 

に係る国保税の減額に伴うもので２９１万４千円増額しております。 

 ６ページをお開きください。９款の繰入金でございますが、国民健康保険事業基金繰入 

金が２，９３７万２千円増額でございます。この内訳としましては、平成２８年度療養給 

付費等負担金及び調整交付金の超過交付分の返還分が２，０２８万４千円、財源調整分と 
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して９０８万８千円でございます。続いて一般会計繰入金でございます。町単独事業の子 

ども医療費の無料化につきまして、国の調整交付金と療養給付費負担金が減額されて交付 

されますのでその減額分につきまして一般会計より補填しておりますが、平成２８年度の 

実績に基づき補填分を１１万円減額しております。 

 次に８ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費でございますが、歳入 

の４款国庫支出金でご説明申し上げましたとおり、国庫補助金が１４８万２千円増額交付 

とされることになりましたので財源更正を行っております。次に９款の諸支出金でござい 

ますが、平成２８年度療養給付費等負担金及び調整交付金に関する事業実績に伴う超過交 

付分の返還金として２，０２８万４千円増額しております。 

 続きまして、議案第１２９号、平成２９年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予 

算第２号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳 

入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ１３５万３千円を追加し、歳入歳出 

予算の総額を３億７，６２７万６千円とするものでございます。詳細につきましては、予 

算に関する説明書の事項別明細書でご説明申し上げます。 

 ４ページをお開きください。この度の補正は、邑智郡総合事務組合の負担金につきまし 

て、関係する事業間で負担金の調整を行ったものによるものでございます。はじめに歳入 

でございます。４款繰入金でございますが、一般会計から事務費繰入金としまして邑智郡 

総合事務組合負担金分が１３５万３千円増額でございます。 

次に６ページをお開きください。歳出でございます。１款総務費でございますが、邑智 

郡総合事務組合負担金の情報システム課分につきまして、この度関係する事業間で負担金

の調整を行いました結果、後期高齢者医療事業分を１３５万３千円増額するものでござい

ます。 

以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

よろしくお願いいたします。 

●川中水道課長（川中栄二） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 川中水道課長。 

●川中水道課長（川中栄二） 議案第１３０号、平成２９年度邑南町下水道事業特別会計補正 

予算第３号につきましてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１ 

条の歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ１６４万６千円を追加し、歳 

入歳出予算の総額をそれぞれ８億６，２９４万１千円とするものでございます。歳入歳出 

予算補正の款項の区分及び金額につきましては、２ページから３ページの第１表、歳入歳 

出予算補正に記載しております。詳細につきましては、後ほど予算に関する説明書の事項 

別明細書で説明させていただきます。 

 ２条で債務負担行為の補正がございます。４ページをお開きください。２表債務負担行

為の補正でございます。これは、平成２７年度から３年契約をしております石見浄化セン
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ターほか維持管理業務委託費が今年度末で契約期間満了となるため、平成３０年４月１日

から複数年契約締結のための債務負担行為の設定でございます。事項は石見浄化センター

ほか維持管理業務委託費、期間は平成３０年度から３２年度までの３年間、限度額は維持

管理業務委託費用でございます。 

補正内容につきましてご説明申し上げます。予算に関する説明書の４ページをお開きく

ださい。歳入でございますが、３款１項国庫補助金を交付決定に伴い循環型社会形成推進

交付金が５１万３千円、下水道整備費補助金が１００万円の増額でございます。６款１項

基金繰入金は、下水道整備費補助金の増額に伴う１００万円の減額でございます。６款２

項一般会計繰入金は、１１３万３千円の増額でございます。 

６ページをお開きください。歳出でございますが、３款１項１目下水道事業一般管理費

の公課費を消費税の確定申告で中間納付税額が確定したことにより、１６４万６千円増額

しております。２目下水道整備費につきましては、事業の組替えで委託費の精算見込みに

よる減額と機器更新の工事費の増額でございます。 

以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。

よろしくお願いいたします。 

●服部総務課長（服部導士） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士） 議案第１３１号、平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計補 

正予算第２号についてご説明いたします。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出 

予算の総額に、歳入歳出それぞれ１，９３１万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳 

入歳出それぞれ４億７，４９６万４千円とするものでございます。詳細につきまして、事 

項別明細書の４ページ、５ページをお開きください。 

この度の補正は、施設維持費など必要となる経費を計上し、基金繰入金の増額などによ 

り調整を行っております。まず、歳入でございますが、２款の使用料及び手数料につきま 

しては、有料チャンネル利用料を加入者の増により２９万８千円の増額でございます。５ 

款の財産収入は、ＳＴＢ売上が増え１０万円の増額でございます。６款の繰入金は、一般 

管理費の増額に充てるためのもので１，８９１万６千円の増額でございます。 

  次に、６ページ、７ページをお開きいただき、歳出でございます。１款の総務費は、説 

明欄００１電気通信事業一般管理費は消費税の増により１５４万１千円の増額、００２施 

設維持費は光変換装置の購入と支障移転工事費の増により１，２４３万３千円の増額、０ 

０３番組制作業務費は著作権使用料の増により４万５千円の増額、００６サービス業務費 

は来年度から行うインターネットサービス改善、環境を向上させるための更新に必要とな 

る準備費用などにより５２９万５千円の増額でございます。 

以上、平成２９年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号につきまして、地方自 

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願い 

いたします。 

●川中水道課長（川中栄二） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 川中水道課長。 

●川中水道課長（川中栄二） 議案第１３２号、平成２９年度邑南町水道事業会計補正予算第 
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１号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。今回の補正は営 

業外収益の増額、営業費用の増額、国庫補助金の増額、企業債発行額の減額を行うもので 

ございます。第２条におきまして、収益的収入及び支出の補正を定めております。営業外 

収益につきまして２４万４千円増額し、その計を１億８，６９０万４千円とするものでご 

ざいます。営業費用につきまして、４９１万９千円増額し、その計を４億８９１万４千円 

とするものでございます。次に３条で資本的収入の補正を定めております。企業債の調整 

で５８０万円減額しその計を８，４８０万円に、国庫補助金の調整で５８３万４千円増額 

しその計を３，８１６万４千円とするものでございます。またこの補正に伴いまして、予 

算第４条本文括弧中の資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額を改めるもので 

ございます。補正予算の詳細は後ほど説明させていただきます。次に第４条で、特例的収 

入及び支出の補正を定めております。未収金及び未払金の金額はそれぞれ２，０００万円 

を１，６７６万５千円に改め、１，１００万円を４６２万７千円に改めるものでございま 

す。第５条で企業債の補正を定めております。限度額９，０６０万円を８，４８０万円に 

改めるものでございます。 

 続きまして、補正予算の詳細につきましてご説明申し上げます。邑南町水道事業会計補 

正予算に関する説明書の１ページをご覧ください。収益的収入でございますが、営業外収 

益で平成２８年度末の資産の確定により長期前受金戻入れを２４万４千円増額しており 

ます。次に収益的支出でございますが、営業費用の排水及び給水費で漏水調査費の委託料 

として６７９千円、漏水修理費等の修繕費として５０５万１千円、総係費で水道用地の登 

記委託料として２６万４千円増額しております。また、平成２８年度末の資産の確定に伴 

い減価償却費を１０７万５千円減額しております。次に資本的収入でございますが、国庫 

補助金の交付決定額の増額に伴う補正でございます。金額につきましては、先ほど予算書 

の方で説明いたしましたので省略させていただきます。２ページをご覧ください。２ペー 

ジ以降は予算に関する説明書として、キャッシュフロー計算書等を添付しておりますので 

ご覧いただきたいと存じます。 

以上、地方公営企業法第２４条の規定により議会の議決を求めるものでございます。よ 

ろしくお願いいたします 

●議長（山中康樹） 以上で、執行部の説明は終了いたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第６ 陳情文書表 

●議長（山中康樹） 日程第６、陳情文書表を議題といたします。本定例会までに受理した陳 

情は、お手もとに配布しております陳情文書表のとおりでございます。陳情第２号につき 

ましては、総務教民常任委員会に付託したいと思います。これにご異議はありませんか。 

                   （「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、陳情第２号につきましては、総務教 
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民常任委員会に付託することに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 

●議長（山中康樹）   以上で、本日の日程はすべて議了いたしました。本日は、これにて 

散会といたします。 

―― 午前１１時１７分 散会 ―― 
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会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署名する。 
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